
電波時計とは ?

時間情報をのせてある標準電波を、時計のケースに内蔵された超高性能なアンテナで受信し、時刻を

修正するのが電波時計です。

東日本側は福島県おおたかどや山標準電波送信所、西日本側は福岡県はがね山標準電波送信所から、

半径1000ｋｍまで受信することが可能になり、日本全国のほとんどの地域で電波を受信することが

可能になりました。

（携帯電話やラジオ等の電波が届かない場所では電波を受信できない場合がございます。）

電波を受信できる環境であれば、毎日その電波を受信し時刻を更新しますので、限りなく日本の標準
時間を刻み続けます。

・曇りや雨、雪などの悪天候時。

・昼間から夜にかけたテレビやラジオ、携帯電話等の電波が多く飛び交う時間帯。

・高層ビルや高い建物などに囲まれた場所。

・鉄筋コンクリート等の建物の中。

・金網入りの窓がある建物の中。

・乗り物の中。

・家庭電化製品、ＯＡ機器のそば（テレビ、スピーカー、ＦＡＸ、パソコン等）

・工事現場や交通量の多い道路、空港のそば等。

・高圧線、架線が近くにある。

・上記の電波の受信しにくい環境下にいないかを確認した上で、上記に当てはまらない環境で受信を

　行う。

・標準電波送信所のある方角に時計を設置する。（窓辺に置く）

・建物の外に出て受信させる。

・それでも電波を受信しない場合はM.SETボタンを3秒以上押して手動操作するか、お買い求めになっ

　た販売店、又は取扱説明書のお問い合わせ先へご連絡ください。
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■電波時計の受信エリア

■電波時計の精度

■電波を受信しにくい環境

■電波を受信しない場合は？

3 秒以上押すと電波

を受信します。

REC ボタン

M.SET ボタン

3 秒以上押すと手動で

時刻を合せる事が出来

ます。

■ご使用方法

■手動時刻設定

１．電池ホルダーの＋と－を確かめ、電池を確実に電池ホ

　　ルダーに入れてください。

２．電池を入れると電波受信待機状態になり、全ての針が

　　12 時を指して停止し、数分後に針が回り始めます。

　　この間に電波を受信すると、現在の時刻で針が止まり

　　電波受信完了となります。

　※1 回のローテーションで受信しない場合もございます。

　　その際は午前 0 時に受信を更新しますので、1 日経過

　　してから、受信している事をご確認ください。

　※受信していない場合は受信しやすい窓辺に置き REC

　　ボタンを 3 秒以上押して受信しなおしてください。

３．壁掛けの際は、木ネジ等をしっかりとした壁面、柱に

　　取り付け、時計裏のフックハンガーに確実に掛けてく

　　ださい。

１．通常の運針時に M.SET ボタンを 3 秒以上押すと手動

　　設定モードになり秒針が停止します。

２．秒針が停止中に M.SET ボタンを 1 回押すと分針が 1

　　分進み、M.SET ボタンを押し続けると早回りします。

３．M.SET ボタンから指を放して 7 秒以上経過すると秒

　　針が動きだし、通常の運針を始めます。

　※電波受信中の針が 12 時で停止中は手動設定は出来ま

　　せんので故障の原因となりますので M.SET ボタンを

　　押さないでください。


